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感染拡大時に迅速に検診を
行うためのドライブスルー検査

院長の獲ったシカ肉や
農家のおすそ分けを調
理する豪快キッチン

利用者家族や地域住民、職
員などの持ち込み企画も受け
入れるポップアップショップ。
普段はいおうじの関係する生
産者の加工品などを扱う

既存のあぜ道の草
刈りを定期的にお
こない、真ん中に
車いすが通れるよ
う最小限の舗装を
する

多目的道場をス
テージにして発表
会！そんな時には
この辺りが客席に

既存のアスファルトを利用した
駐車場。イベント時にはお祭り
広場などとして利用する。会場
のレイアウトによって、周囲を囲
むトラフィックキューブ（可動の
緑化ユニット）を移動させる。

畑：施設からすぐにアクセスで
きるので、移動が困難な利用
者も来れます。利用者は農家も
多いので、教わることの方が多
そう。

国道沿いとあぜロード沿いの
緑化土塁と、駐車場を囲むト
ラフィックキューブで構成される
緑化の帯が敷地に展開する現在のバス停は地域住民が

簡易に建てたもので、本計画
に合わせた改築を要望されて
いるため、2期工事に合わせ
て建て替え予定。バス停にも
たまり場を設ける。

救急来院用駐車場

業務用駐車場

土地選定の決め手になった
美しい水田風景

医療法人　医王寺会

一期工事範囲

(申請対象外）

三期工事範囲

(申請対象外）

検査が終わったら
カフェによって帰ろ

ににに

畑

田んぼのビオトープ
メダカや川エビのいる用水路を活かして水田跡地を「田ん
ぼのビオトープ」として活用します。地域に古くからある
植生をベースとして、小魚や虫、野鳥などが飛来するエリ
アとし、利用者や家族、地域住民、職員が四季の変化を話
題に会話のきっかけにもなるような散策スポットをつくり
ます。

農機具小屋
敷地内の小さな畑や、近隣の農作業のサポートなどの拠点と
して、農機具小屋をつくります。倉庫から伸びた屋根の下に
水場とベンチがあり、器具の手入れや作物の選別などをしま
す。作業をしながら様々な話が弾むでしょう。

お
に
よるよよよよ
を装を装を装を装を
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１　診療棟・介護棟・カフェ棟が取り囲み、縁をつくるきっかけに満ちた全体計画
元パチンコ屋は診療棟に改修（一期工事・助成申請外）し、１階を救急外来、２階を医師、看護師、
介護職、事務スタッフなど全職員のためのオフィスとしています。敷地東側の農機具修理工場は
カフェに改修します（三期工事・助成申請外）。駐車場のアスファルトを半分はがして緑化すると
ともに、その中に介護棟を新築。全体は「つながるテラス」でつなぐ計画です。

３　診療時間外に開かれた待合と職員や住民が集まる多目的道場
応急診療が休診している平日の日中は、診療棟の待合を開放して地域の方の居場所や、レク
チャーなどに活用する予定です。また待合横には多目的道場と呼んでいるキッチン付きの小
上りがあり、介護棟利用者のリハビリや医療的ケア児の日中の保育、職員の休憩や食事、地
域の方の会合への貸し出し、地域の多職種との勉強会など、さまざまな用途で利用し、縁を創っ
ていきます。

にちこれ
住み慣れた自宅に戻ること、 暮らし続けることを支える拠点

～縁から始まる 「日々是好日」 な暮らしと地域をめざして ～

市民と対話した 8年（応急訪問医療・介護）
+2年（松尾での対話）で策定した 2つの視点
私たちは、2015 年から松阪市民との対話を深めつつ、
応急・在宅医療を進めてきましたが、本整備プロジェク
トも松尾住民協議会会長との出会いをきっかけに松尾地
域と話し合いをしてきました。その結果、2023 年 9 月
には、本整備施設が地域に必要不可欠であるという公式
文書を松阪市に提出していただくまで賛同を得られるプ
ランとなりました。本コンセプトシートでは昨年のプラ
ンを引き継ぎながらも地域との対話で深めた２つの視点
で記載します。

地域の安心を支えてきた救急・訪問専門クリニック
私たちは救急車出動件数が国内トップレベルだった松阪
市の要請に応え、一次救急専門のクリニックとして事業
をスタートしました。「最期まで笑顔で生きられる街を
創る」という理念のもと、訪問診療、訪問看護、訪問介護、
居宅介護支援も併設し、地域（自宅）での暮らしをサポー
トしてきました。（既存事業も元パチンコ屋を改修（一期工事・
助成申請外）する診療棟に 2023 年 12 月移転予定。）

Ａ

家族が介護に参加しやすい高齢者住まいで、家に
帰るイメージを
有料老人ホームは、家族にも施設介護を手伝ってもらう
ことを前提とした運営を実施していきます。具体的には
家族が介護に協力すればするほど安くなる料金体系を導
入し、手伝うことが特別ではない状況を創り出します。

家族の介入を前提としている料金体系が家族の出入りを
容易にし家族との関係性が切れない支援をしながら自宅
に帰る自信を長期視点で創っていきます。

昨年度からのプラン変更と未来の地域情勢変化への対応
今年度に入り、医療依存度が高い方にも対応できる高齢
者住まいが極端に減少。病床より必要という状況が発生
し、プランに組み込みました。また、今回のように地域
の供給バランスが崩れた際に対応できるよう、ショート
ステイと有料老人ホーム、病床のどれにでも変化できる
３０室を計画し、まだ見ぬ地域の変化に対応できるよう
にしました。

F

G

　本敷地のポテンシャルを生かした市民との連携
敷地は松阪市中心部の南西に所在し、和歌山街道（松阪
市を東西に連結する国道）を通じて旧松尾村地域や市内
全域と結ばれています。また、地域住民が設立したコミュ
ニティタクシーの停留所や路線バスの停留所が配置さ
れ、集落、小学校、大型スーパーとも繋がっている地域
のハブとしての機能を有する敷地です。現在はこのハブ
である場所に住民が集まれる場所がないですが、 に記
載する、４つの縁を意識した本整備により住民の寄り道
場所となり、『自然に支援の手を差し伸べる力 ( 地域ケ
ア力 )』を高めていくことを目指します。

　４つの縁により喪失した役割や居場所を (再 ) 獲得
できる環境づくり
　本拠点に出入りする利用者、住民、ケアスタッフとの
やり取りの中で喪失した役割を（再）獲得していきます。
スタッフは利用者一人ひとりの人生歴を把握し、得意や
好きを共有できる環境作りに注力していきます。

また、一人ひとりの居場所の獲得には、正しさではなく
その人らしさを支える多角的な視点や考えの共有も大切
であり、スタッフ同士も互助の縁を深め、お互いが自然
と手を差し伸べる力を獲得できるような取り組みを行っ
ていきます。
　松尾からさらに広域へ（拠点づくりではなく地域
づくりのための拠点づくり）
本整備では拠点の創出により A～ K に記載した内容を
地域全体で考えていくことが重要と考えており、拠点外
の活動も重要です。そのため、以下、現在の活動も含め
て本拠点が福祉の顔として地域に広がっていくことを目
指していきます。

G

Ｂ

自宅に帰るための３つの壁
私たちは現在約２００名の自宅療養と３５０名の施設療
養の支援していますが、３５０名の施設療養のうち約７
割が自宅に戻りたくても戻れないケースとなっており、
そこには「医療依存度の壁」「介護力不足の壁」「自信不足・
不安の壁」の３つの壁があります。本整備では「看護小
規模多機能居宅介護（共生型）」、「短期入所生活介護（共
生型）」、「有料老人ホーム」「おうち部屋」を複合した施
設を新築し、既存サービスも組み合わることで、３つの
壁に対応し、誰もが自宅に帰れる仕組みを構築します。

C

上記図のように、各サービスが３つの壁に対応します。

　地域性を象徴する「つながるテラス」
松尾地域では農業を営んでいる方が多く、農作業中のご近所さんとの偶然の会話が楽しみの一つとなっています。また農作業が無い方でもよく
軒先に腰かけている方を見かける地域で、彼らもまた偶然の会話を楽しみとしながら過ごしています。
つながるテラスは、その地域性をそのまま表現した場所であり、「どこかに座ってたら誰かと会話が生まれそう」と連想させる居場所を点在させ、
敷地全体をつなぐ役割を持ちながら地域を象徴し、にちこれの顔としての役割も果たします。

２

　バス停や駐車場から人が引き込まれ、回遊する「緑の回廊」
道路 / 駐車場 / 建物の間に緑地をとり、地域性種苗の混植、解体アスファルトの活用等を通
して、和歌山街道沿いに市街化調整区域らしい風景を再生します。また移動可能な植栽ボ
リューム「トラフィックキューブ」で将来の駐車台数の変化や増築等、土地利用の変化に柔
軟に対応するランドスケープ計画です。

４

　敷地全体を使った
　医療的ケア児の一日
介護棟を一周したり、小上り
ホールや多目的道場、カフェ
の畳スペース、など敷地内の
さまざまな居場所を移動しな
がら過ごし、他の利用者とも
様々な距離感で一緒に居られ
る空間を目指します。 刺激が多
すぎるときには光や音、 視線な
どを抑えた「こどもルーム」
でゆったり落ち着つくことも
できます。また仕切りの扉を
閉じれば個室化し親子で泊る
ことも可能です。

５

↑バス停から ↑既存の畦を手入れする「あぜロード」

介護棟

診療棟
（一期工事・申請外)

多目的道場

こどもの庭
個室化する多床室

こどもルーム

小上りホール

ビオトープ

立寄れる
コーナー

カフェの座敷

介護棟一周

転がる
クッション
の間

【住み慣れた自宅に戻ること、
               暮らし続けることを支える拠点】

【住民としての繋がりを持ち続け、互助の縁が育つ拠点】

●急性期病床から家に帰る準備
ができていない方
●自宅で過ごしていたが肺炎な
どで治療が必要になった方など

●家族の介護する時間や質が安
定していない方
●家族のレスパイトが必要な方
●自宅だけで過ごすことに不安
のある方

●家に帰るイメージが湧いてい
ない本人
●介護をするイメージが湧いて
いない家族
●医ケア児を安心して預ける自
信が湧いていない家族

医療依存度の壁 介護力不足の壁 自信不足の壁　

医療依存度を自宅での生活
に適した状態に整えたり、
体調不良の改善を支援

多様な介護力不足のニーズ
に対応し、介護サービスの
調整頻度が高い状態から安
定した状態まで支援

有料老人ホーム ・おうち部屋ショートステイ ショートステイ・看多機 

（現在思いを共有し協力している施設）
松尾公民館 / 松尾小学校 / 松尾コミュニティセンター /市民勉強会実施
花岡温泉（銭湯）/健康相談会実施 /奥松阪（カフェ）/MADOI（カフェ）
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本人の苦痛のコントロール
を専門的に行ったり、家族
が関わりやすい運営で、自
宅に帰るイメージがつくこ
とができるように支援

全世代どんな症状・障害のある方でも受診可能な　一次救急外来

自宅復帰
検討可能状態

退院時の状態により
受入れサービスを選択

自宅復帰における
困難事例(自信不足)

自宅復帰における
困難事例(自信不足)

自宅復帰
検討可能状態

急性期適応の
患者のみ紹介

今までのルート

各訪問系サービスを利用し
ながら自宅と行き来を行う

高次医療機関の

急性期病床 自 宅

短期入所
15床

（共生型）

+
おうち
部屋

本人と家族の
自宅における
介護生活への
不安を和らげる
医ケア児を
安心して預ける
ステップとなる
宿泊場所

高齢者住宅
15室

（共生型）

訪問診療
訪問看護
訪問介護
居宅介護

重症で入院加療が必要な人軽
症
で
入
院
加
療
が
必
要
な
人

看多機
登録29人/宿泊９室
（共生型）

既
存
事
業

新
規
事
業

在宅医療・介護が必要な人

ケアプランが
月単位未満で変化・・

ケアプランが
月単位以上で
変化

・・

カフェ棟
（三期工事・申請外)

自宅・地域での
『親』『家事担当』
などの役割がある状態

入院・要介護状態により
『病院』『要介護者』

としての役割を負っている状態

本整備地でカフェ定員や
同居者との関係の中で
新しい役割の『獲得』

自宅に帰ることや
生活歴に基づいたケア
により役割の『獲得』

トラフィックキューブ

過去
(本計画開始時点)

介護施設の
看護師の離職
など

周辺事業者の変化
社会情勢の変化 

など

現在
(2023年9月)

未来
(20XX年)

医療依存度が高い人の
・レスパイト　不足
・回復期病床　不足
（5年後改善の見込み）
・住まい　　不足(緊急)

医療依存度が高い人の
・レスパイト　不足
・回復期病床　不足
・住まい　　　充足

・住まい　　　　　充足
・成人した医療的ケア者
の受け入れ施設　　不足
・回復期病床　　　不足
など

既存

15

元パチンコ屋を
改修する診療棟
(一期工事・申請外）

カフェ
元農機具修理工場
の改修
（三期工事・申請外）

既存の農業倉庫

つながるテラス前庭

丘のある庭

ビオトープ

コミュニティタクシー
と路線バスの停留所

救急来院用駐車場
（お祭り会場になる広場）

救急搬送口

緑の回廊

和歌山街道

今回新築する
介護棟

美しい水田

トラフィックキューブ
（お祭り時に動かせる）

カフェ

ビオトープ

多目的道場

全職種の集まるオフィス

おまつり会場になる広場

こどもの庭
（医ケア児）

中庭に抜ける土間

おこもりベンチ
（カフェのテラス席としても）

待合

多目的道場

みんなのお店
（駄菓子屋など）

小上りホール

いろんな角度で
囲めるベンチ群

次の退院カンファレンス
私も参加させてください

次は高校生のダンスだって

ワッハッハッハ！
いちご酢作ったから
飲んで

カフェで使ってる豚肉が
懐かしい味でついつい。。

屋根がいろんな形
で可愛い

私も訪問の現場
で働いてみたい

次の老人会の企画
どうしようか

駄菓子屋に
いきたいっ！！

あのカフェ
よさそうじゃない？

今日は気分を変えて
カフェでランチしよ

なんかぼーっと
できるな～

○○ちゃん
とっても元気ね

お会計待ちも
ゆったりできる

むかしは、あそこの裏の畑を
やってたんですよ

カブが多めに取れたから、
　持ってって～

白サギが今年も
けっこうきてるねー

あの鳥なあに？

話をしてくれて
ありがとう

話してたら家に
帰ってもいいかなって
自信が出てきた

なんだろうね、
誰かに聞いてようか

うん

私は神社の裏の畑ですよ

あら、何か月？前はバス停から
歩いて２０分のところしか病院
がなかったから、安心よねー
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コミュニティ
タクシー停留所

路線バス停留所

旧松尾村は三重県松阪市
中心部の南西に位置し、
1954 年に松阪市に編入し
ますが、いまも地域コミュ
ニティの単位として認識
されています。

堀坂山

松尾小学校
中部中学校

和歌
山街
道

中部台運動公園

阪
内
川

伊
勢
自
動
車
道
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↑至松阪 IC

至松
阪

中心
部

松尾神社

大型スーパー

立野公民館

敷地

●住み慣れた自宅に戻ること、暮らし続けることを支える拠点

●住民としての繋がりを持ち続け、互助の縁が育つ拠点

＜２つの視点＞

医療的ケアが必要な子ども・成人者たちも受け止める
またこの仕組みは、高齢者だけでなく、松阪市に圧倒的
に不足している医療的ケアの必要な子どもや成人のかた
の通所や宿泊にも対応でき「どんな年齢や症状、障害、
状況でも安心して自宅で暮らせる地域」を、より解像度
高く実現します。

D

配置図兼外構計画図
S＝1：400

↑花岡温泉 ↑奥松坂↑MADOI
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ミニキッチン：利用者や家族が気兼ねなく使えます
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室
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室
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個
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個
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いおうじリビング
(カンタキのデイスペース)

キッチン

東側の小窓

ハイサイド窓

利用者も使え
る掃除用具

イサイド窓サイド窓

小さなリビング：5人の小さなグループで過ごします

家事スペース：
洗濯や掃除、繕い物ができるコーナー

医療型ショートステイステイステイス
）室）室）（個室化できる多床室できる多床室）（個室 室で

美しい水田風景

紀伊山地を望むベンチ小上り

中庭：利用者や職員が季
節を感じ、対面する空間と
の視線を適度に和らげる
庭です。まわりに佇むベン
チやテラスがあります。根
伐土を盛って南の光を受
ける緩い斜面とし、北側に
細長い池を設けて水面で
反射した光が外壁や室内
に差し込んだり、揺れたり。
盛土の北側はL型の緑化
土留、みどりの雲（広葉樹
）を何本か植え、野芝ベー
スで様 な々野草が生い茂
り、蝶やトンボや野鳥が飛
来する計画です。

この敷地は南側が国道に沿っ
て活動的な場所ですが、北側
に水田や紀伊山地を望む風
景で、この風景が土地の選定
の決め手のひとつでした。

いおうじリビング：有料老人ホームやショートを
含めた利用者、家族、スタッフ（介護棟職員以
外も含む）が食事をしたり、得意なことに取り組
んだりするセミオープンな場です。

医療型ショートステイは個室と、個室化できる多
床室2床で構成されています。居室間の戸を開
けておけばスタッフルームからこどもの様子を見
ることができます。また「こどもルーム」は光や音、
視線などの刺激を抑えて、落ち着きたいときに、
閉じれるよう計画します。

ミニキッチン：利用者や家族が気兼ねなく使えます

小さなリビング：5人の小さなグループで過ごします

感染症流行時の家族の面会と、汚物処理
に限定して使用するテラス。面会は時間を
限定し、個室のプライバシーに最大限配慮
する運用を計画しています。

有料老人ホーム ショートステイ

看多機

小上りやゆったり座
れるリクライニング、
ちょっと腰かけるベン
チ、職員や家族が
ちょっとした作業をす
るカウンターなど、
さまざまな居方が許
容されるテラスです。

おうち部屋と静養室は間
仕切りで区切り、別 の々
用途にも使用できます。

AC AC

ACAC

野芝をベースとした植生いおうじリビング
小上りホール

縁側

様 な々居方を
許容するテラス

有料老人ホームの
食堂 静かな庭

ショートステイの
共同生活室

三日月池
L型土留め

中間期の風

夏期日射冬期日射
夏期日射

冬期日射

家庭用ｴｱｺﾝ

冷房期 暖房期

ｶｳﾝﾀｰｱﾛｰﾌｧﾝによる冷気の循環

吹抜を利用した重力換気

水蓄熱による輻射

床下家庭用ｴｱｺﾝによる効率的な空調

気
みどりの雲
（落葉樹）

中庭

美しい水田

前庭

中庭 ビオトープ

集落の街並

畑

診療棟

前庭の様子

川

立寄地になる立寄地になる
小さな共有部小さな共有部

回遊する動線回遊する動線

住宅スケールの
2階建て木造ボリューム

スパンが長い棟や桁に鉄骨

リビン
グの活

動を見
下ろす

いおう
じブリッ

ジ

利用者もスタッフも快適に過ごせるプラン形状
ボリュームとオープンスペースが交互にくる構成になっ
ています。ボリュームの仕上げや開口の形状などの変化
によって自分の居場所が把握しやすく、施設内を回遊す
るシークエンスも変化に満ちたものになります。オープ
ンスペースは中庭や北に広がる水田、前庭、山並みなど、
さまざまなシーンを切り取り、光や風の抜ける場所とな
ります。中庭は十分な広がりがあり、各室にひかりと風
を届けます。

６

　家族も参加しやすい設え
家族も一緒に過ごしやすいように、個室内に小上りやダ
イニングテーブルが配置できるようにします。また、共
同生活室には、５人単位で設置されているミニキッチン
が、家族だけでなく、他の利用者にお茶を入れたり、食
事の準備を手伝うなど、施設運営に自然と参加できたり、
交流が生まれるよう配慮しています。
また各個室やリビングなどの共有部の内装や建具、家具
などに、紀伊山地で採れる杉やヒノキを使用し、馴染み
があって居心地の良い、落ち着いた空間を目指します。

11　役割の（再）獲得を支える！みんなのお店

　安定し快適な温熱環境・効率的な配管計画
床下に水蓄熱パックを設置し、家庭用のエアコンから床下に
冷温風を吹いて蓄熱し、利用者に、安定した過ごしやすい温
熱環境をつくります。また個室や共有部から中庭に風を通し、
中間期も季節感を味わえる環境とします。また上下の水回り
の位置を揃え、将来のメンテナンスにも配慮しています。

13　在来木造の立ち並ぶ構成12
　利用者が『生活』に参加しやすい、5人ずつ
の家族単位を意識した平面
ユニット内は 5 名以下の家族単位で家事等を分担できる
よう、掃除用具入れや家事スペースを創り、「生活行為」
への参加を促します。また、閉鎖的な5人の空間ではなく、
完全には閉じず繋がりを感じることができる空間作りで
風通しの良い関係性づくりを支えます。

８

　寝たきりでも移動が楽しい回遊性のある空間
施設は看多機・ショートステイ・有料老人ホームでエリ
アは別れていますが、運用上はそれぞれの行き来を可能
とし、ぐるっと一周できるようになっています。リハビ
リなどで散策的に移動していると、休憩スポットにもな
る小さな居場所があって居合わせた人とあいさつをした
り、お話ししたり、交流のきっかけを散りばめていきます。

７

10

　家族の安心をつくる「おうち部屋」
自宅に帰れない原因である「自信不足／不安の壁」を解
消するため、住宅と同じ設えの部屋を用意します。ご家
族が一緒に宿泊し、介護の練習や利用者 / 家族 / スタッ
フが話すきっかけも作ります。また、医療的ケア児や家
族も、日中だけの利用から始まり、保護者と一緒に子ど
も部屋・おうち部屋で宿泊したりと段階を踏みながら、
安心して短期入所の利用をできるようにしていきます。
また、短期入所を利用しながら、きょうだい児と保護者
がおうち部屋に泊まることもできたり、施設利用の中で
関係性ができた他の家族と交流する場としての使用など
も想定します。

９

↑水蓄熱パック敷設イメージ構成のイメージ ↑床下に家庭用エアコン設置事例

↑個室イメージ。小上りには布団も敷けます

↑みんなのお店。今日は駄菓子屋だよー
↑おうち部屋

↑共同生活室

地域の工務店でも施工でき
る軸組在来工法とした 2 階
建ての木造のボリュームと
オープンな空間が交互に並
びます。間に掛かる屋根や
スラブで、スパンの大きく
なる棟や桁、梁に一部鉄骨
を使いながら、全体をリン
グ状につなぐ構成です。

「お店」のような空
間を用意し、日中
の活動で作った作品
や農作物を売った
り、過去商店をやっ
ていた利用者が駄菓
子屋をやることな
どを通して役割の
（再）獲得を促しま
す。

誰もが最期まで自宅で安心して過
ごすための街づくりには、保険サー
ビスの充実と合わせて、地域コミュ
ニティでの助け合いの関係性を
作っていくことが重要です。私た
ちも幾度となくこの地域コミュニ
ティに助けられ、医王寺会の運営
を継続しきました。その中で助け
合えるコミュニティが出来上がる
過程には４種類の縁を段階的に踏
みながら深まっていくと考えまし
た。本整備ではこの４つの縁を建
築と活動に生かしていき、地域ケ
ア力（自然と手を差し伸べる力）
と居場所づくりを推進します。

雑談の縁

【気軽に集まって話すことができる場】
知り合いになってお話をする関係性。
偶然の出会い頭から始まる雑談も待ち合
わせして始まる雑談も気軽に会話が発生す
る建築と活動を意識していきます。
地域住民の軒先に座って話し相手を探し
ている住民性とも相性が良いです。

互助の縁

(自然と手を差し伸べる力の源)

【深い対話がおこる場】
2人～５人程度の少人数で集まり、普段、人には言えない様々
な深い話ができる関係性。また、互助の縁はお互い相談し合
えるという役割獲得に加え、多様な方の背景を知るきっかけと
なり、同じような方を見かけた時に自然と手を差し伸べる力も
醸成していきます。結果、互助の縁が増えるほど様 な々状況に
置かれている人が、お互い許容される地域になっていきます。

自
然
と
手
を
差
し
伸
べ
る
力
が

　
　
　
　
　
　
　
　

高
い
地
域
へ

始まりの縁

【誰かとの出会い。心配・不安も
　　　　あるけどちょっと気になる。】
私たちがここで支援することは様 な々きっ
かけを創ることです。既存事業サービスと
医王寺会の活動、本整備設備を生かして
縁を創ります。

建　築
年齢や状況・状態に関係
なく訪問を許容する建築

カフェ
体調悪化時以外でも
いつでも立ち寄れる

地域活動
新参者も参加して良い
と感じる活動

既存事業
年間１万人が訪れる応
急診療所

感じる縁

【なんとなく同じ場所にいて
　　　　　　　　　気配を感じれる場】
顔見知りだけどしっかりと会話したことない
関係性。同じ場所に複数の人がいれること
を許容する空間と理由作りから雑談の縁
へ発展していきます。

建　築
気配を感じつつも一人
で居れる建築

カフェ
いつもの珈琲をいつも
の場所で

地域活動
いつもの珈琲をいつも
の場所で

施設活動
施設内の家事や工作
作業など

建　築
適度に区切られたベンチなど深い
対話を許容するセミプライベートな空

カフェ
２～３人で入れる半個
室空間で深める

外　構
緑の回廊・ビオトープ・畑など
をつなぐ道を散策しながら縁を

施設活動
５人一組生活を意識
できる空間

建　築
ふとした雑談を許容す
る空間の点在

カフェ
季節ごとに変わるメニ
ューをきっかけに

地域活動
ビオトープで四季の移ろ
いを雑談のきっかけに

施設活動

施設内自治会やみんなのお
店などで雑談のきっかけに

←家族も気兼ねなく
使えるミニキッチン

だれでも立寄ったり
時間を過ごせる小さ
な居場所

↑少人数で囲むベンチ

↑いろんな居方を許容するテラス

↑いおうじリビング（デイスペース）

↑いろんな角度で場を囲める縁側ベンチ

↑元農機具修理工場をリノベーションするカフェとテラス（三期工事・申請対象外）↑水田方向から見たファサード。車がこない農道を散策

↑おこもりベンチ

↑浴室前の囲める小上り

↑共同生活室の小さなコーナー

共同生活室

食堂

美しい水田

前庭

中庭 ビオトープ

集落の街並

畑

診療棟

前庭の様子

川

在宅での介護も
心配ありませんよ

お互いの現場で
実地研修しましょう

鹿の肉やけたぞー

あれ、いま魚はねた？
子供と来やすい
カフェねー

カフェにいると
いつもの自分に
戻れる気がする、、

小部屋

カフェ

【利用者の集うセミパブリック空間】
いおうじリビング（デイスペース）　

【数人のセミプライベート空間】
ユニットの共同生活室、ベンチなど
２～５人のグループがつくりやすい空
間があることで、お互いの悩みを聞き
合う役割が発生しやすく、安心を得ら
れる小さな拠点をつくります。この空
間は施設内に点在し、他の利用者も 施
設内散歩で立ち寄れるよう、閉じすぎ
ず、関係の風通しのよさにも配慮。 ここ
で過ごす人たちの気配や物音が、 各個室
にも「暮らしの気配」として感じられ
るような計画とします
※２～５名という規模は、「共に暮らす」た
めに家事の分担がしやすく会話が発生しやす
い大きさです。

施設の全利用者・スタッフが、食事や日中
の活動を行える場所です。症状や年齢にか
かわらず、一緒にいることのできる場を目
指します。いおうじリビングでは、大きな
ワンルームではなく、小さなスペースが連
なり、そのときにやりたいこと、得意なこ
と、ただその場にいること、あるいは興味
がある出来事に巻き込まれることで、施設
内での 社会的役割のあるコミュニケーショ
ンが 発生しやすくなり、生きる活力を得る
きっかけを作っていきます。「小上りホー
ル」は時間帯によって放課後の子どもの居
場所づくりや、子育て相談室、利用者家族
同士の交流等が行われ、「みんなのお店」
では利用者や地域住民の作品展示や農作物
の販売、駄菓子屋の運営などを行い、地域
の人や子どもたちとの接点が施設内に入り
込んでく るような形を考えています。

施設利用者や家族、地域住民、スタッフな
ど誰でも利用でき、カフェでは高齢者や障
害のある方でも就労が可能です。また、こ
こはケアをする場でも受ける場でもなく、 す
べての利用者がフラットでいられる場であ
り、介護の相談、子ども食堂の運営、地域
の専門職がつながる場でもあります。デイ
スペースとは「つながるテラス」を介して
つながり、施設利用者がカフェに来たり、 地
域の方が小上がりホールやみんなのお店を
訪問したり、奥にあるビオトープに足を運
んだりする状況もあります。 そのような状況
のなかで施設の内 / 外の境界が揺らぎ、自
然と施設利用者と地域住民同士が互助の縁
をつくることで様々な背景の方に対しての
理解者が増え「自然と手を差し伸 べること
ができる力」の向上を促進していきます。

【地域住人も集うパブリック空間】
カフェ /つながるテラス /庭　

セ
ミ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク

セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
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利用者
の視点

地域住民
の視点

敷地から西側の古い集落と山脈

敷地北側に広がる美しい田んぼ

プライベート⇔パブリックのグラデーションのなかに見つける自分らしく居られる場所14
「自分の居場所」だと感じられる個室（プライベート）や 
小さな共有部（セミプライベート）から、利用者同士が交
流し日中の活動を行えるいおうじリビング（セミパブリッ
ク）、 地域住民や社会とのつながりが感じられるカフェ（パ
ブリック）まで、施設・敷地内には開き方や大きさの違う

様々な場所が用意されています。一人でいたい時、ふた
りで 打ち明け話をしたい時、わいわい楽しく過ごしたい
時、その時の気分ややりたいことに合わせ、自分らしく
居られる場所が見つかり、段階的に開いていきながら、
つながりをもつことができます。

お風呂にいく
練習をしてみ
ましょうか？

意外にできる
気がしてきたわ！

縁側でお母さん
待ってよーっと

これ、私が洗っ
ておくわ！

孫にセーターを
たのまれたのよ！

夕方まで
遊ぼうぜー

ハロウィンのお菓子、
何がいいかしら？

う、うまい、、
習おうかな、、

今日も対局
お願いします！

明日締め切り
なんですよー

○○さん
お疲れみたい

ぷはー
風呂上り最高！

今日もおふろ
楽しみにしてたわ

これ、○○ちゃんに
どうぞ

あれ、○○さんがいる
寄ってこうかしら

ちょっと相談が
あるんだけど、、

いま家で介護ベッド
の準備とかしてるよ

おーい
こんでますね

○○ちゃん
元気そうね～

あの子いつも頑張ってるな、
私もリハビリ頑張ろうかしら、、

はい、飴ちゃん
おまけね！

この赤いのが
ほしいんだよ

こんどこそ！

次の子ども食堂は
カフェを借りよう

今日はここで
演奏ぢゃ！

今日はけっこう
あるいたわー

ようやく母の輸液
の交換に自信が あっち生き物いるぜー

はーいきかえるー
お父さん本当に
心配したんだよ

私がてつだい
ましょうか？

わたしも

今日はおばあちゃんと
ご飯作ってたべよ

あたった！

不眠続きで応急外来
きたけど、ここ気持ちよくて
ちょっと落ち着くかも

デイデイデイデイデイデ スペスペスペスペスペスペスペペペペペペペスペペペペペスペーースースースースースースースースーススススーススススーースースススススデイスペース
ここを縫って
おくといいの

ゆっくりで
いいですよ～

作業を見てる
だけでもおも
しろいわっ！

○○ちゃん
上手ね～！

洗濯とか裁縫は
自分でやる方が
いいわね

今日はいおうじ
リビングで食べようか

昔、商店をやってたから
接客が好きなのよねー

ちょっと果樹園
いってみよー

この前自宅に帰ってみて
どうだった？

自宅に帰ってみたいんだけど
どうかな？

大丈夫だから
おちついて！

最期に過ごしたい場所について
おはなししませんか？

実は私は少しでも良いので
自宅に帰りたい気持ちです。

母さんがそういうなら
少し介護の練習しときたいな。

ばあさんにお茶を入れる
ついでに皆さんにも
いれてあげよう

あ、○○さん
いるじゃない

リハビリで歩いて
いるけどちょっと休憩 大丈夫だと思うわー。

いおうじさんもサポート
してくれるし安心。

あ、○○さん
来てるじゃない！

おーい

ここの田んぼの
景色がいいんだよなあ

　ぐるぐる回ると
いろんな景色がひろがって
　楽しいなあ

段階的な縁づくりで自然と手を差し
伸べる力と居場所づくりを推進する

介護棟１階平面図
S＝1：300

介護棟２階平面図　
S＝1：300

介護棟断面図　
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